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鯉
の
ぼ
り

春
の
風
が
さ
わ
や
か
に
吹
き

快
い
五
月
晴
れ
の
毎
日
　
－

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
鯉

の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
今
年
も
「
五

月
五
日
」
に
元
気
な
男
の
子
、

百
九
十
名
が
祝
福
さ
れ
ま
し

た
。か
ず
あ
が
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ

り
の
な
か
で
、
め
ず
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
鯉
の
ぼ
り
（
写

真
）
は
、
吉
田
団
地
に
住
む
山

ロ
ト
マ
リ
さ
ん
（
八
十
九
歳
）

宅
に
あ
が
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
ト
マ
リ
さ
ん
が
昔
風
に
手

作
り
で
、
孫
の
法
生
ち
ゃ
ん
（

小
学
三
年
）
の
た
め
に
毎
年
大

事
に
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
で

す
。
写
真
の
よ
う
に
、
竹
の
葉

ま
ね
き
、
吹
き
流
し
、
健
、
吹

ぬ
き
の
境
に
泳
ぎ
、
お
と
し
よ

り
の
か
た
に
、
懐
し
い
昔
を
思

い
お
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

－
撮
写
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

於
い
ま
し
た
。
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日　に　ご　み　を捨て　な　い　で　く　だ　さ　い
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注

意

一

秒

ケ

ガ

一

生

水
巻
町
内
で
昨
年
九
十
四
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
死
者
三
名
、
傷

者
百
二
十
七
名
も
の
多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
字

は
、
一
昨
年
に
比
べ
て
全
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

ど
の
事
故
を
と
っ
て
み
て
も
、
運
転
手
、
歩
行
者
等
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
て
っ
、
も
う
少
し
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
に
事
故
は
お
こ
ら
な

か
っ
た
と
患
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
。

先
月
末
も
隣
の
中
間
市
で
、
買
物
帰
り
の
小
学
生
が
、
青
信
号
で
お
母

さ
ん
の
す
ぐ
後
を
自
転
車
を
お
し
て
い
て
、
左
折
し
た
ダ
ン
プ
カ
ー
の
下

敷
に
な
っ
て
即
死
す
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
は
春
の
陽
に
さ
そ
わ
れ
て
、
運
転
に
も
気
が
ゆ
る
み
が
ら
。
そ

れ
に
新
入
学
児
童
等
の
と
び
出
し
の
多
い
時
期
　
－
　
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん

ど
う
か
安
全
運
転
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
、
最
善
の
注
意
を
払
う
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
に
五
月
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
春
の
交
通
安
全
運
動

が

突

撃

れ

ま

す

。

　

　

　

　

　

〆

表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
郡
内
で
は
　
や
子
供
に
よ
る
二
輪
車
・
自
転
車
に
集

と
ん
ど
毎
日
ど
こ
か
で
事
故
が
発
生
し
　
中
し
て
い
ま
す
。

て
い
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
ど
う
か
、
二
輪
車
、
自
転
者
を
運
転

特
に
、
交
通
弱
者
と
よ
ば
れ
る
老
人
　
す
る
際
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く

遠 賀 郡 内 交 通 事 故 発 生 状 況

（53．1－53．12）

水巻町 岡垣町 遠賀町 芦屋町 合　 計

全事 故 94 94 7 1 54 3 13

死　 者 3 2 ． 3 1 9

傷　 老 12 7 148 1 0 7 6 7 4 49

歩行者 20 2 1 8 1 9 68

自転 者 12 7 4 10 33

子　 供 18 1 5 1 2 19 64

老　 人 10 7 3 8 28

高校生 6 9 4 6 2 5

二輪車 24 2 1 15 1 3 73

無 免許 8 3 2 3 16

だ
さ
い
。

。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
か
ぶ
り
ア

ゴ
ヒ
モ
を
し
め
る

。
ス
ピ
ー
ド
を
無
理
に
あ
げ
な
い

。
走
行
中
対
向
線
に
出
な
い

。
自
動
車
の
間
を
ぬ
っ
て
走
ら
な
い

。
他
人
の
バ
イ
ク
を
使
用
し
な
い

。
老
人
、
子
供
を
み
た
ら
減
速
す
る

運

　

動

　

の

　

重

　

点

。
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に

子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

。
自
動
二
輪
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

の
交
通
事
故
防
止

。
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進

ご利用ください

低料金の

健康管理施設

筑水荘
原鶴温泉

申
込
み
は
「
筑
水
荘
」
＝
浮
羽
郡
吉

井
町
大
字
千
年
曾
0
9
4
3
7
・
5
・

3

1

0

5

ま

で

。
利
用
料
（
1
泊
2
食
付
）

国
保
被
保
険
者
　
3
千
円

一
　
般
　
　
　
3
千
5
百
円

身
障
者
の
か
た

手
続
は
済
ん
で
い
ま
す
か

筑
水
荘
は
、
国
民
健
康
保
険
健
康
施

設
と
し
て
温
泉
資
源
を
被
保
険
者
ま
た

は
一
般
の
か
た
に
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
目
的

を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
頃
の
仕
事
疲
れ
や
過
労
を
い
や
し

ま
た
病
後
の
健
康
回
復
な
ど
皆
さ
ん
の

保
養
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、
浮
羽
郡
の
原
鶴
温
泉
内
に

あ
り
、
交
通
の
便
は
良
く
、
夏
は
う
飼

秋
は
果
実
狩
り
な
ど
が
で
き
ま
す
の
で

会
社
、
家
族
そ
ろ
っ
て
行
楽
、
慰
合
、

会
議
な
ど
に
も
気
軽
に
利
用
く
だ
さ

い
。

身
障
者
の
か
た
で
、
手
続
を
し
て
い

な
い
た
め
、
次
の
よ
う
な
各
種
手
当
や

補
助
を
受
け
て
な
い
か
た
が
多
く
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
給
付
は
、
必
ず
申
請
を
し

な
け
れ
ば
給
付
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、
手

続
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
身
障
手
帳
所
持
者
の
か
た
で

住
居
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
届

出
（
民
生
係
に
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
各
種
手
当
・
補
助
と
は

福
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
補
助
、
扶

養
共
済
掛
金
補
助
、
日
常
生
活
用
具

給
付
、
更
生
医
療
、
補
生
臭
交
付
、

運
賃
割
引
証
交
付
、
そ
の
他
減
免
措

置
等
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
身
障
等
級
、
療
育
等
級
に
よ

っ
て
給
付
内
容
が
違
い
ま
す
の
で
、
民

生
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
の
手
続
方
法

㊥
日
、
耳
、
口
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
腎

臓
、
肢
体
な
ど
の
障
害
の
あ
る
か
た
、

診
断
書
、
印
鑑
、
写
真
二
枚
1
役
場
民

生
係
1
身
障
者
手
帳
交
付

㊥
精
神
能
力
に
障
害
の
あ
る
か
た

更
生
・
児
童
相
談
所
1
診
断
・
判
断

1
療
育
手
帳
交
付

火事・救急は119番　暴力は110番へ
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町
　
民

5

月

2

0日㍉体

大

会

み石
ん些

な　9

で時

参開

加会

を

や・“ノ

に
は
賞
除
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

。
体
育
館
使
用
者
は
当
日
必
ず
上
履
き

を
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
み
受
付
け
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

幾

以
外
の
競
技
は
当
日
会
場
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
は
地
区
公
民
館
長
ま
た
は
教

育

委

員

会

（

禽

2

0

1

・

0

4

0

3

）

▽
…
住
民
の
体
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
町
民
体
育
…
△

▽
…
競
技
大
会
を
今
年
は
時
期
を
早
め
て
五
月
二
十
日
（
日
曜
）
に
開
…
△

▽
…
き
ま
す
。
町
内
の
各
会
場
に
分
か
れ
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
…
△

▽
…
軟
式
庭
球
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
五
種
目
を
行
い
ま
す
。
申
…
△

▽
…
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
除
き
．
、
当
日
会
場
で
で
き
ま
す
の
で
…
△

▽
‥
・
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町
議
会
議
員
一
般
選
挙
終
わ
る

投

票

率

8

7

・

5

7

％

バレーボール　場

㊥
会
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

。
一
般
男
子
の
部
。
一
般
女
子
の
部

。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

＠
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
当
日
会
場
で

ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
す
る
。

㊥
会
場

。
一
般
女
子
＝
吉
田
小
学
校
体
育
館

。
中
学
男
子
‥
南
中
学
校
体
育
館

。
中
学
女
子
…
　
　
　
ケ
　
ク

。
小
学
女
子
…
頃
末
小
学
校
体
育
館

㊥
チ
ー
ム
編
成

。
地
区
公
民
館
単
位
と
し
高
校
・
大
学

生
を
除
く

。
三
百
世
帯
以
下
の
地
区
で
単
独
編
成

で
き
な
い
と
き
は
五
百
世
帯
を
超
え

な
い
範
囲
で
近
隣
地
区
と
合
同
で
可

㊥
チ
ー
ム
人
員

監
督
ｌ
名
、
選
手
1
2
名
以
内

㊥
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

＠
参
加
申
込
み
　
5
月
1
5
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で

㊥
会
場
　
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

。
一
般
男
子
の
部
。
一
般
女
子
の
部

。
中
学
男
子
の
部
。
中
学
女
子
の
部

＠
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
㊥
一
般
男
子
に
つ
い
て
は
参
加
数
に
よ

り
年
令
別
で
行
な
う
こ
と
も
あ
る
。

町では、4月22日に町議会議員一

般選挙が行われ、即日開票の結果、

新議員26名が次のとおり決まりまし

た。

なお、新議員の紹介は5月25日号

の「議会だより」でいたします。

投票所別結果表
投票所 場　　 所 有権音数 投票音数 投票 率

第 1 〃
伊　 左　 座
4 、 学　 校

3，295 2 ，923 8 8．7

第 2 〃
吉　　　　 田
第二保育園

3，483 3 ，114 8 9．4

第 3 ノケ
吉　 田 ノ　三
公　 民　 館

2，241 1 ，922 8 5．8

第 4　ノシ 町 民 全 館 2，988 2 ，580 8 6．4

第 5 〃
古　 賀． 区
第三保育 園 1，889 1 ，568

8 3．0

第 6 〃 高　 松　 区
集　 会　 所 1，539 1 ，373 8 9．2

第 7 〃 猪 熊小学校 2．601 2 ，314 8 9．0

総　　　　　 計 18，036 15 ，794 8 7 ．57

当

選

者

及

び

投

票

数

軟　式　庭　球

㊥
会
場
　
水
巻
南
中
学
校
庭
球
コ
ー
ト

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
当
日
会
場
で

ダ
ブ
ル
ス
を
編
成
す
る
。

㊥
会
場
　
伊
左
座
小
学
校
体
育
館

二
般
男
子
の
部
（
三
段
以
下
と
四
段

以
上
に
分
け
る
）
　
二
般
女
子
の
部

（
高
校
以
上
の
学
生
を
含
む
）
。
中

学
男
子
の
部
。
小
学
男
子
の
部
。
小

学
女
子
の
部

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン

ト

注
　
意
　
事
　
項

。
雨
天
の
と
き
は
軟
式
庭
球
の
み
5
月

2
7
日
に
延
如

。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
入
賞
者

当落別 得票 数 氏　　　 名 住　　 所

当選

〃

913 野　 津　 暗　 也 吉　 田　 一

698 沢

〃
〃
ク

・ク
．ク
・ク

．ケ
〃

〃
〃

・ケ
〃
〃
ク
〃
ケ

一ク
．ケ
・ケ
〃
ク

．ケ
ケ
ク
次 点

692 入　 江　　　 誠 頃　　　 末

621 梶　 原　 逸　 男 みずほ団地

609 吉　 住　 善　 明 吉 田 団 地
605 香　 月　 一一一　三 猪　　　 熊
579 福　 間　 弘　 祐 頃　　　 末
569 小　 柳　 壷　 年 高 松 ［司 地

567 古　 川　 英　 之 梅 ノ 木 区

553 原　 口　　　 操 古　 賀　 区

551．3 石　 橋　 国　 利 机　 社　 宅

538 加　 納　　　 弘 樋　　　 口
537 高　 橋　 次　 生 鯉　 口　 区

532 柴　 田　 英　 人 宮　 の　 下
520 山　 本　 ＿利　 便 吉 田 ノ　ー

515 大 ．喝　 畜基経 猪　　　 熊

505 田　 中　　　 博 古　 賀　 区

493 峯 1 浦 1・・ 遼 古　　　 賀

489 久保 田 ．勝　 馬 頃　　　 末

〝469 ｉ工　 藤　 一一一一　正

462 森　 田　 明　 正 〃
吉　 田　 一462 白　 石　 磯久男

453 畠　 山　　　　 酒 ケ
吉　 田　 二443 石　 塚　　　 章

422 ′ｊ、 田　 和　 久 吉 田 団 地

39 1 浦　 田　 重　 夫 吉　 田　 二
386 占　 部　 裕　 子

378 柳　 鶴　　　 勲
320 川　 添　 定　 継
279 ．7 石　 橋　 利　 夫

128 安　 田　 良　 治

加入　し　て　い　ま　すか　国民年金に
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三

歳

児

検

診

▼
対
象
児
　
満
3
歳
以
上
4
歳
未
満

▼
日
　
時
　
5
月
1
8
日
（
金
曜
）

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

。
診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▼
健
康
診
査
内
容

身
長
、
体
重
計
測
、
内
科
、
外
科
、

眼
科
、
耳
鼻
科
、
診
察
終
了
後
育
児

指
導
及
び
相
談

▼
予
診
受
付

5
月
1
1
日
～
1
7
且
ま
で
役
場
衛
生
係

で
予
診
を
と
り
ま
す
。
（
母
子
手
帳

持
参
の
こ
と
）
、
予
診
の
な
い
者
は

当
日
受
付
け
ま
せ
ん
。

個
人
向
け
融
資
受
付
中

…
…
住
宅
金
融
公
庫

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
5
4
年
度

第
1
回
個
人
向
け
融
資
並
び
に
民
間
賃

貸
住
宅
等
融
資
の
受
付
期
限
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

。
一
般
住
宅
建
設
資
金

。
高
層
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）

ヤ
ヽ
〝
は
や
〃
も
〝
－
・
“
〃
ｎ
Ｕ
ケ
ヽ
．
．
1
し
ぎ
√
“
″
“
”
か
も
”
Ｈ
“
〃
ｕ
〝
ケ
“
ん
ｌ
、
“
ク
ｈ

へ
1

ふ
、

脾
　
日
本
脳
炎

購
入
資
金

。
建
売
住
宅
購
入

5

月

3

1

日

ま

で

。
大
型
住
宅
建
設
資
金

。
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
預
金
者
貸
付
け

。
一
般
住
宅
建
設
資
金

。
既
存
住
宅
（
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
）
購

入
資
金

。
住
宅
改
良
資
金5
5

年

1

月

3

1

日

ま

で

。
財
形
住
宅
資
金5
5
年
2
月
2
9
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
住
宅
金
融
公
庫
相

談

所

ま

で

（

曾

0

9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

・

内

線

5

4

）

交

通

事

故

相

談

相
談
は
無
料
で
す
、
ご
遠
慮
な
く
ど

う
ぞ
。

▼
平
日
　
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

土
曜
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
弁
護
士
相
談

毎
週
金
曜
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
北
区
明
治
生
命
小
倉
ビ

ル
8
階
　
小
倉
調
査
事
務
所

国
税
専
門
官
募
集

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
∵
～

昭
和
3
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
た
男
子

▼
願
書
受
付
　
5
月
1
5
日
～
5
月
2
4
日

福
岡
国
税
局

▼
試
験
　
7
月
7
日
～
8
日

福
岡
大
学
高
官
校
舎

く
わ
し
い
こ
と
は
福
岡
国
税
局
人
事

係

（

℡

0

9

2

・

1

1

1

・

0

0

3

1

内

線

2

1

1

7

）

ま

で

海
外
青
年
協
力
隊
募
集

協
力
隊
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中

南
米
な
ど
開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
資
格
　
満
2
0
歳
以
上
3
5
歳
ま
で
の
男

女

▼
願
書
締
切
　
5
月
3
1
日
ま
で

▼
派
遣
期
間
　
2
年
間

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
係
ま

で
。
電
気
工
事
士
試
験

▼
試
験
日
及
び
場
所

6
月
1
7
日
、
福
岡
工
業
大
学

▼
願
書
受
付

5
月
9
日
～
1
8
日
ま
で
県
商
工
部
電

▼
対
象
者
　
満
三
歳
以
上
全
員

▼
接
種
回
数
　
1
回
（
た
だ
し
、
初

め
て
受
け
る
人
は
1
～
2
週
間
の

間
隔
で
2
回
接
種
〕

▼
実
施
如
聞
及
び
場
所

5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日
ま
で
町
内

の
各
開
業
医
で
（
小
中
学
校
は
各

学
校
で
接
種
）

予
防
接
種

▼
料
金
　
1
回
に
つ
き
6
2
0
円

ワ
ク
チ
ン
代
は
町
で
補
助
）

次
に
あ
げ
る
人
は
無
料
で
す
。

①
小
学
校
以
下
の
幼
児
①
生
活
保

護
世
帯
の
人
⑨
町
県
民
税
が
非
課

税
ま
た
は
均
等
割
の
人

▼
注
意
夢

〃
ｌ
や
〃
ｎ
い
り
〃
も
〃
は
や
か
ふ
”
〃
ト
、
ｇ
ｎ
〃
・
ネ
′
ト
も
ク
も
ヤ
や
か
．
い
、
Ｉ
ク
も
ノ
才
吏

い
ま
す
。
一
般
有
料
分
の
問
診
票

は
各
医
院
に
も
あ
り
ま
す
。
⑧
病

院
に
行
く
前
に
必
ず
体
温
を
計
る

⑧
問
診
票
に
捺
印
の
こ
と

。
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
①
有
熱
患
者
及
び
著
る
し
い
栄

養
障
害
の
あ
る
人
㊥
心
臓
・
腎
臓

・
肝
臓
疾
患
・
糖
尿
病
に
か
か
っ

て
い
る
人
な
ど
心
配
な
点
は
主
治

で
発
行
し
て

医
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ヽ
こ
．
ｇ
應

気

係

（

鎗

7

4

1

・

7

7

0

5

）

及

び
北
九
州
商
工
事
務
所
ま
で

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

こ
の
試
験
は
、
職
業
訓
練
法
に
基
づ

く
職
業
訓
練
指
導
員
の
資
柿
試
験
で
、

合
格
者
に
は
申
請
に
よ
り
職
業
訓
練
指

導
員
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
職
癖
　
建
築
、
洋
裁
、
左
官
、
建
設

配
管
、
自
動
車
整
備
、
印
刷

▼
受
付
　
職
種
に
よ
っ
て
筏
月
よ
り

く
わ
し
い
こ
と
は
県
職
業
訓
練
課
ま

で

（

曾

0

9

2

・

7

4

1

・

5

9

4

0

）

町
税
の
納
付
は

便
利
で
確
実
な

自
動
振
替
で

こ
の
制
度
は
、
納
期
ご
と
に
金
融
機

関
や
役
場
窓
口
に
出
向
い
て
税
金
を
納

め
る
手
間
を
省
き
、
本
人
の
頭
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
確
実
に
納
税
で
き
ま
す

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
そ
れ
以
後

は
金
融
機
関
が
納
税
者
に
か
わ
り
預
金

よ
り
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
都
合
で
納
め
に
行
く
暇
の
な

い
か
た
な
ど
に
便
利
な
制
度
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
左
記
の
金
融
機
関
ま
た
は

役
場
収
納
係
へ
。
手
続
に
は
頭
金
通
帳

・
印
鑑
（
通
帳
使
用
）
及
び
納
税
通
知

書
と
収
入
印
紙
（
百
円
）
が
必
要
で
す

取
扱
い
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
各
支
店

福
岡
銀
行
折
尾
、
梅
ノ
木
支
店

農
協
水
巻
支
所

第3回さつき展
日　時　　5月20日－5月27円

毎日9時～20時

場　所　　町民会館ホゲル

主　催　　水巻さつき同好会

魅惑の花「さつき」古花、銘花、新花3

百余点を揃えて北九州地区最大の規模で展

示しています。皆さんのご来場をお待しま

す。
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Ｉ

〃
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ヽ

〃

ヰ
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々

ヽ

〃
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日　曜在宅医
5月13［ｊ　永松医院　耳鼻科　頃　宋　曾201・0386

ゝ・！5月20日　村田医院　内・児科　頃　米　食201・0745

5月27日　森田医院　内・児科　梅ノ木　魯201・0616

一’6月3日　中村医院　内・児科　下　二　禽201・5820

6月10日　有留医院　内・児科　吉　田　曾201・1394

あなたの役場です　電話（201）4321番


